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基本的属性 子どもの年齢・通園施設とクラス・出生順位 
 

 

 

 

 

図４-１ 子どもの年齢                                               N=1340 

 

    図４-２ 通園施設とクラス          N=1340 

 子どもの平均年齢は、5.1 歳であり、そのうち男児

は 51.7％、女児は 48.1％であった。また、通園施設と

クラスは、大班が 47.5％、中班が 36.6％、小班が

11.9％、幼幼班が 3.1％、その他 0.9％であり、３歳以

上の子どもが 96.0％を占めていた。 

 出生順位は、第１子が 59.4％、第２子が 34.8％、第

３子以降は 5.8％であり、回答者の約６割は、子ども

が第１子目であった。調査対象児の第１子と第２子を

合わせると 94.2％であり、調査地域の都市部の少子

化状況が表れていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-３  出生順位                                                    N=1340 
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子どもの平均年齢は５.１歳、標準偏差は 0.93 

調査対象児は第１子が 59.4％、第２子 34.8％の合計で 94.2％ 
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同居家族・回答者の父母の割合 

 

 

 

 

 

図４-４  回答者の父母の割合                                 N=1340      

          

 回答者の割合は母親が 82.2％、父親が 17.8％であり、日本と比較すると、日本の父親の回答は 1.8％であり、

台湾は日本の父親の 10 倍近くの父親が回答していた。 

 

図４-５ 同居家族                                                     N=1340 

 
  

回答者の同居家族は、子どもは 99.7％、配偶者は 96.0％であった。それ以外の同居家族は、配偶者の母が

19.7％で最も多く、次いで、その他の人が 15.3％、配偶者の父 14.5％、本人の母 12.8％、本人の父 9.4％の順で

あった。また、世代間の同居で最も多かった配偶者の母は19.7％で、日本5.5％や韓国5.9％に比べて高い比率

であった。さらに、「その他の人」として記述があった 154 人の複数回答の内訳では、最も多かったのは本人や

配偶者の兄弟・姉妹が 83.8％、おじ・おば 16.2％、姪・甥や親戚の家族 14.9％、祖父母や曽祖父が 12.3％、お

手伝いさんや介護人などが 7.1％であった。これは台湾の都市部での多様な家族の同居環境を表していた。 

母親 

82.2% 

父親 

17.8% 

9.4  

12.8  
14.5  

19.7  

15.3  

本人の父 本人の母 配偶者の父 配偶者の母 その他の人 

母親 82.2％で父親は 17.8％が回答。日本の父親回答率の約 10 倍 

同居家族は祖父母が 12.8～19.7％で、その他の人が 15.3％ 
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父母の年代と職業 

 

 

 

 

図４-６ 保護者の年代                                                  N=1340 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の年齢は、30 代前半が 33.4％で最も多く、次いで 30 代後半が 34.3％であり、30 代が 67.7％と中心層を

占めている。一方、父親の年齢は、40 代が 48.7％であり、２人に１人は 40 代であった。母親と父親の年齢構成

を比べると、父親の方が高年齢であった。 

                      

図４-７ 保護者の職業                                                  N=1340 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の職種は、会社員が 26.5％で最も多く、次いで無職が 24.3％、販売・サービス業が 17.4％と続いた。父

親の職種は、母親と同様に会社員が 34.5％で最も多く、次いで販売・サービス業が 20.6％、自営業が 14.0％で

あった。父母の就労状況で見ると、父親で就労状況を無職と回答した人は、職種でも同じく無職で 5 人であった。

母親で就労状況を「専業主婦・無職」と回答した人達も職種でもほぼ無職と記入していた。 

主な母親の年代は 30 代、父親は 40 代以上であり、父親の方が高年齢 
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母親の就労状況・回答者の最終学歴 

 

 

 

 

 

図４-８ 母親の就労状況                                              N=1102 

   

 母親の就労状況は、常勤が 53.4％で最も多く、次いで専業主婦が 29.2％、パートやフリーが 16.1％。 

常勤とパートやフリーでの就労をあわせる 69.5％が働く母親であり、専業主婦は約 3 割であった。 

                   

図４-９ 回答者の最終学歴                                            N=1340 

    

回答者の最終学歴は、大學卒が 38.2％で最も多く、次いで専科卒が 26.1％、高中（高校）卒が 17.0％、研究

所（大学院）卒が 15.1％であった。そのうち、専科、大學、研究所の高等教育を受けた者が 79.4％と８割近くを占

めていた。図 4-4 にあるように、回答者の割合は父親が 17.8％であるが、男女比で見ると、大学卒は父親

27.7％、母親 40.5％、大学院卒は父親 22.3％、母親 13.5％と台湾の高学歴社会の様相を呈していた。 

53.4 

16.1 

29.2 
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常勤 パートやフリー 専業主婦・無職 無答不明 
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26.1 

38.2 

15.1 
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国中 
(高校） 

高中 
（高校） 

専科 
（短大） 

大學 
（大学） 

研究所 
（大学院） 

無答不明 

母親の約７割は働きながら子育てをしている 

回答者の学歴は、高等教育修了者が約８割で高学歴社会が表出 
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他の設問で保護者の97.8％は、「子どもを持つことで、

自分自身が成長した」と肯定的に子育て生活を受け止め

ている。保護者が心がけているしつけや生活習慣につ

いて、「あいさつする、友だちと仲良く遊ぶ、または、遊ん

だ後の片づけ」より、「親や先生と約束したことを守ること」

が一番大事にされている。つまり、親の言うことに従う子

は自慢できるよい子ととらえている。 

「食事をこぼさずぎょうぎよく食べられること」は、第 8位

で、91.7％の保護者が心がけている。マナーは重要視し

ないわけではないが、大人のいうことを聞き、よい人間

関係を作れる能力を大事にして心がけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレ習慣や衣服の着脱などの生活の能力もあまり重要

視されていないが、「自分から手を洗うこと」は第３位で、

優先順位として高いことが表れている。 

近年、国内外で、O157：H７やウイルス感染病がひろがり、

その予防法としての手をまめに洗う習慣は相当に台湾

の家庭や園生活の中に日常的に習慣づけられていると

いえよう。 

「決まった時間に朝起きたり、夜寝たりすること」は第９位

となっている。それは、規律正しい生活、充分な睡眠時

間を身につけることは、気にしない台湾の大らかな子育

て生活を象徴的に物語っているようだ。 

  Data29  心がけているしつけや生活習慣 

                                  

図 4-10 心がけているしつけや生活習慣 （とても＋やや心がけている） N=1340 (％)    
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家族やまわりの人に 
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自分から手を洗うこと 

友だちと仲良く遊べること 

親や先生と約束した 

ことを守ること 
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前記したQ5の一番に心がけているしつけの「親や先

生と約束したことを守る」に対応して、子どもの気になる

性格や態度・様子は「親の言うことを聞かない」ことであ

ろう。たしかに、56.6％の保護者は子どもが「親の言うこ

とを聞かない」が気がかりであり、第３位となっている。

つまり、半数以上の保護者は子どもがあまり自分の言う

こと聞かないことに気づいているが、半数近くはそれほ

ど気にしていないともいえよう。  

しかしながら、「親の言うこと聞かない」結果として、前

頁の 97.6％の親が、「親や先生と約束したことを守る」を

心がけている要素でもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気になること第１位と２位の「アレルギーがある」、「か

んしゃくをよく起こす」は注目すべき最近の子ども事情の

特徴である。子どもの食物アレルギーやアレルゲンによ

る鼻炎やぜんそくは昔では想像できないことであった。

個人の体質に合わない食べ物だけではなくて、近年は

保存料や添加物が増えており、複合汚染などアレルギ

ーは文明病とも呼ばれている。 

また、親は目の前で起きている子どもの反抗的な態度

が、他の性格や気になる様子とも関連して、「かんしゃく

をよく起こす」と受け止めて日常的に悩んでいる実情でも

あった。 

  Data30  子どもの気になる性格や態度  

 

 

 

 

図 4-11 子どもの気になる性格や態度 （とても＋やや気にしている）          N=1340  (％)                                    
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子どものアレルギー、かんしゃく起こすことは最近の子ども事情 

親にとっては大きな子育ての悩み 
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インターネットやマスコミはいまの子育て世代にとって

は身近で便利な情報源であるが、信用はしていない。 

台湾の子育て世代の保護者は時代の動きを捉まえて

いる自信をもち、入手した情報を読み取り、適切に判断

する。ネットやブログから多くの有用な情報を取り入れて

いる一方では、不安や不信感をも感じとっているようで

ある。 

したがって、安心して助けになってもらえるのは実在

の人間、しかも経験や体験内容が豊富、専門知識もつ専

門家である。専門家に続いて、子育ての相談相手はま

ず配偶者、つぎに実家の親、自分の子ども、すなわち身 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内の人間（配偶者の親を外す）が信頼情報源である。 

自分の子どもを情報源にすることは、いまの子育て世

代の「民主的家庭」意識の表しであろうか。少子化の 

子育ては、親にとって初めての子育てでもある。 

「電話相談や相談機関」は、心身発達の特別な配慮

ニーズがある家族や子どもが活用すると理解されている

傾向がある。子どもを園に通わせている保護者は、まず

園の先生に情報を求めるのは一般的である。園便りの

発行、また、子育て講座やイベント企画などは園の役割

として期待されている。園は保護者にとって、年間を通し

て包括的な子育て情報を与えている。 

  Data31 保護者の高信頼情報源と高不安情報源  

 

 

 

 

図 4-12 高信頼情報源と高不安情報源の上位 6項目の比較                N=1340 (％)                                    

    
   
 

2.3 

3.4 

0.8 

0.9 

0.5 

1.8 

3.7 

5.5 

9.8 

11 

24.1 

25.8 

5.2 

6 

9.3 

9.8 

21 

21.3 

3.7 

4.1 

1.7 

0.1 

0.1 

0.2 

近所ではない友人 

近所の友人 

配偶者の親 

電話相談や相談機関 

テレビ・ラジオ 

インターネットやブログ 

自分の子ども 

実家の親 

配偶者 

医師や看護師 

園の先生 

育児書や教育書など専門書 

高不安情報源 

高信頼情報源 

インターネットやマスコミは身近で便利な活用情報源。 

しかし高不安情報源の 1 位と 2 位。 悩むときは専門書や専門家を信頼。 
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毎日の子育てづきあい（Ｑ５）の設問で、80％の親

が、「自分と違う考えの人たちの中でも、うまくやって

いける」と回答しているように、台湾の保護者は自分

の周囲の人達との交流には相当な自信もっているとい

えるであろう。  

保護者が活用するしつけ教育情報源（Ｑ６）につい

ては、①園の先生（98％）、②医師や看護師（95.3％）、

③育児書や教育の専門書（94.6％）、④配偶者（93.7％）

が、トップ４となっている。 

高学歴で自信に満ちた保護者に頼りにされているの

は幼児園や病院で最新情報に通じる専門家である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、子育てについては他の保護者に相談するより

も家族である自分の配偶者――いかにも自分自身の判

断力を信頼している。わが家の子育て意識やプライバ

シーを大事にしている。 

いまの子育て世帯はインターネットや雑誌、マスコ

ミを通して膨大な情報を入手している。同世代や古い

世代の情報より、まずは自ら確実な情報を集めて、自

分の手で取捨選択する自分の判断力を信用している。 

専門書や園や病院で先生と呼ばれる専門家の資格を

持っている人など、より正確で権威のある情報を求め

ているのが実情である。 

  Data32  しつけ教育情報源を信頼する判断理由  

 

 

 

 

 

図 4-13  しつけ教育情報源を信頼する判断理由               N=1340 (％)                                  
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役に立つ具体的なアドバイスが得られる 

正確な情報が手に入ること 

専門的な知識がある 

経験や体験内容が豊富である 

自信に満ちた保護者は、より専門的権威あるしつけ教育情報を信頼する 

その一方で配偶者やわが家の教育方針を大事にしている 
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自由記述分析結果の１位は「扶養手当、経済的保

育・教育費援助」である。38.8％の回答者が経済的保

育・教育費援助を要望していることから、保育・教育費

が子育て世帯への重荷ストレスであり、子育ては個

人・家庭の問題だけではなく、国からの経済的補助金

を切望していることが提示された。扶養手当や保育・教

育費援助は低所得家庭への福祉制度、一般の家庭と

は縁のないものであったが、2011 年よりスタートした

「５歳児免学費教育プロジェクト」によって、すべての５

歳児家庭は受益者となり、子育て世帯に子育て支援を

訴える意識を起こさせることとなった。調査結果を全体

的にみれば、台湾の子育て世帯は経済的負担感があ

る一方では、子育て生活には満足している。子育て意

識や子育てづきあいへの設問回答からは、まさに楽し

い子育てや親としての満足感が高いことが示されてい

た。現在の子育て生活について、「不安や恐怖感にお

そわれることがある」という育児ストレスに当てはまる

人もいるが、「習い事や練習など、子どもがいやがるの

にさせているのではないかと思うことがある」という親

は台湾では極稀である。台湾の親にとっての育児不安

は、わが子により多くの習い事をさせるための経済的

な不安感はあっても、習い事を子どもが嫌がるのにさ

せている不安感はない。「子供の勉強への集中力が欠

けているから、学童クラブ・塾で集中力を身につけさせ

たい。近くにいい学童クラブ・塾の情報がほしい」、「学

習環境をとても重視しているが、経済力も限度がある

から補助金を出してほしい。補助金や物があれば子供

にはいい学習環境を与えられる。」などに代表されるよ

う

国にして欲しい子育て提言について、当然のこととし

て、「経済的援助」が一番に言及されていた。次は「保

育時間の延長、施設の増設」で、「国策内容提言」は第

４位、「子どものよい習慣や自立心育成提言」は第５位

になっていた。経済的援助というと、最近実施し始めた

生育、扶養補助、手当金をより長く、多額にするような

国民としての当然の期待は述べられていた。第４位の

国策提言については、子どもに当てておらず、家事や

家族関係への悩みが取り上げられていた。また、「シン

グルペアレンツ」への援助や予防接種などの医療費補

助も問題として述べられていた。 

全体的にみれば、台湾の保護者は自分の子育て内

容についての不安は少なく、他の人（家族を含め）は自

分の子育てを妨害しないで、具体的なサポートをしてく

れることを望んでいる。つまり、家事や家族関係の悩

みは自分の子育てを阻む要因であると訴えている。 

園での教育時間は、より長くなるようにという期待が

中心である。それは、自分の子育てや教育観には自信

があるが、園の保育時間や内容についてはもっと長く

充実してほしいと願っていた。言い換えれば、保護者

は自分の子育ての質に疑いはないが、量的時間は、

今以上に増えて欲しいのである。教育熱心で自己肯定

的な自信に満ちた保護者の気持ちが自由記述内容に

は多く表れていた。 

Data33  子育てへの提言についての自由記述（台湾） 

 
  子育て生活には満足しているが、経済的負担感がある。 保育教育費や 

 

経済援助の要望は、今以上に多くの習い事を我が子に与えるため。 
 

  図 4-14  保護者が提案する子育て支援 （上位 13 項目）                    N=500 （％） 
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●  

● 経済的支援                           

「生育、扶養補助、手当、育児休暇の延長と給料補

助、教育費の無料化。」      （５歳・父親・３6 歳） 

「扶養補助は最低でも年中組からの補助へ引き下 

げるべき。補助年齢を引き下げることで両親の経済面

をカバーでき、より多くの子供たちが幼い頃から学習を

受けられる。」             （４歳・母親・36 歳） 

「学習環境をとても重視しているし経済力も限度があ

るから補助金を出してほしい。このような補助金や物

があれば子供にいい学習環境を与えられる。」 

（４歳・母親･33 歳） 

「扶養補助手当。シングルペアレンツの生活は比較

的大変で、子供にもっといい生活、もっといい習い事を

してほしいけれど、負担が大きい。」（６歳・父親･38 歳） 

● 保育時間の延長 

「会社員にとって一番必要なのは延長保育です。子

供は 4 時下校だが、親は 6 時に退勤なので、この間の

学童保育は別途お金がかかる」。 （６歳・母親･37 歳） 

「臨時託児の施設を政府が設けてほしい、幼稚園、

保育園の延長保育をしてほしい。」（５歳・母親･38 歳） 

「フリータイムの母親に延長託児を優遇。そしたらた

まに残業があるときも安心して子供を学校に残すこと

ができる。」               （４歳・母親・35 歳） 

● 保育施設の増設 

「政府は乳児の託児施設に関して非常に不足してい

て、養育問題が子供を産みたくない原因となっている。

より多くの安全で品質のいい臨時託児所を設立したほ

うがいい。」              （３歳・母親･39 歳） 

「再就職した母親にもっと多くの空間、臨時託児の機

関がもっとほしい、値段も安くなってほしい。」 

（４歳・母親・32 歳） 

「公立の臨時託児場所を設けてほしい。専業主婦が

休める場所が欲しい。」        (５歳・母親・39 歳) 

「臨時託児が必要:休園や子供が病気にかかった際、

子供の面倒を見る人がいなくて、両親がたまに休みた

いと思った時に子供を託児できたらいい。」     

                     （５歳・母親・40 歳） 

 

 

 

 

● 家事・家庭への援助 

「政府に家事の補助をしてほしい。人を呼んで掃除し

てもらうことで、母親が仕事後、子供と一緒にいる時間

が増えるから」             （６歳・母親･38 歳） 

「家族の中で感情が悪いとき、どうやって解決すれ

ばいいのかよい方法が欲しい！」（６歳・母親・41 歳） 

「たまには一人だけの時間が欲しく、パートナーが積

極的に、全面カバーしてほしい。教育方式が家族の理

解、支持を得たい。」         （５歳・母親・36 歳） 

「家族の面倒を見る休暇が欲しいです。子供が両親

を必要としているときに悩まずに子供の面倒を見たい

です。」                 （４歳・母親・35 歳） 

● 子どもが利用できる公共施設の増設 

「公共施設（子供専用）が少なく、寒い時は家にしか

いられない。子供が利用できる場所は価格が安いよう

ですが、利用頻度が高くなると、金銭面の負担にもな

る。」                 （３歳・母親・39 歳） 

● 保育・教育内容についての要望 

「１．組織や団体の力を通してより経済的で品質のい

い且送り迎えの時間短縮の教育を得たい。正規教育、

英語を学ぶ環境つくり（外国語学習）やその他の習い

事 ２．同年齢の子供を持つ保護者の交流と経験談の

共有。 ３．信頼できる専門のカウンセリング団体、新し

い専門知識の提供」         （３歳・母親・36 歳） 

 「現代の教育はだんだん変な形式になっていて、子

供の悪い習慣にならないか心配になる。例えば、自己

中で品徳がなかったり、言葉遣いが悪くなったりしない

ように、どう悪い影響から避けるべきか。」 

 （３歳・父親・46 歳） 

● 格差のない質の良い保育 

「現在の教育方式は非常に混乱していて、教育資源

が均等に分配せず都市部に集中しているため地域の

格差が大きい。生育扶養補助→お金は必要だか質は

もっと重要。延長保育→時間が延ばしたが無関心の保

育はどう？」              （６歳・母親・36 歳） 

 （子どもの年齢・続柄・年齢；全員幼稚園児） 

自由記述の具体的内容 
    保護者からは、経済的な援助を筆頭に広範囲にわたる子育て支援への提案が 

具体的な日常の要望や教育観として綴られていた。その中から以下にいくつかをご紹介する。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



80 
 

 

 

 

本国際研究調査の実施時期は、台湾の幼児教育

政策変動期であった。 

2012 年１月１日から 12 月 31 日まで、托兒所と幼

稚園は「幼児園」に改制されて、それまで満２歳～就

学前の幼児を「幼児教育及びケア」する１１５年もの

歴史がある幼稚園、託児所はそれ故に消えた。 

1981 年に満４歳の子どもの幼稚園入園に関する

「幼稚教育法」が公布されて以来、2002 年までは改

定は行われず、その後、2003、2009、2011 年では計

４回の改定が行われた。言い換えれば 1990 年代を

境にして、それまで幼児教育政策には力点を置いて

いなかった台湾政府が急速に関心をはらうようにな

った。それは、経済の成長と少子化傾向が相まって

幼児教育を重要視せざるを得ない要因になったと考

えられる。 

2012 年 12 月の内閣再建をきっかけに、教育部は

従来の國民教育司を「國民および學前教育署」と改

組して、就学前の子ども教育へ最重点姿勢をみせる

ように変わった。従来の國民教育司は、国民小学、

中学の９年義務教育を管轄するとともに、幼児教育

業務を兼ねて所管していた。また、教育部では新た

な「綜合規劃司」を設け、正式に少子化対策チーム

を立ち上げた。 

また、『中華民國教育報告書』では「この２０年間

における台湾の子ども人口減少現象を鑑みて、近い

将来に浮かび上がる学校資源や教師過剰の問題」

を指摘している（教育部，2011）。 

就学前の子どもの５歳児を例にすると、入園率は

94％強とされている。一方、幼託整合政策は「幼児

園」を教育施設と位置づけ、国民全体は２歳から教

育部や教育事情とかかわり始めとしている。現時点

では、５歳児免学費教育プロジェクトは実施されてい

るが、５歳以下の子どもの教育およびケア無償化構

想は国の財政状況によって実施期日を控えている。 

以下に 2012年に新たに公布された幼児教育新法

規を紹介する。 

 

 

 

現時点でもっとも注目されている 5 歳児免学費教

育プロジェクトを取り上げて、子育て支援の動向を分

析し、21 世紀少子化台湾の幼児教育の構想を概説

する。 

 

1. 2012 年における幼児教育の出来事 

2012 年の１年間は、台湾の幼児教育界は、幼

託整合、「幼児園」の実施を中心に動き出していた。

幼児教育及びケア法（「幼兒教育及照顧法」）は

2011 年６月に発足、2012 年１月１日より、従来の幼

稚園・託児所は存在する一方で、新たな「幼児園」の

登場に伴い、一連の新しい法令は公布された。 

 

● 2012 年に公布された幼児教育相関法令 

３月 19 日：  幼児園兼行学童保育サービス弁法 

（「幼兒園兼辦國民小學兒童課後照顧服務辦法」 

５月４日 ：   幼児園評価弁法（「幼兒園評鑑辦法」 

６月13日：  幼児園子ども専用車およびその運転手、

車両付き添う人に関する監督管理弁法（「幼兒園幼

童專用車輛與其駕駛人及隨車人員督導管理辦法」 

７月18日：  地域協力式教育とケアサービス実施弁

法（「社區互助式教保服務實施辦法」 

８月30日：  幼兒園教育とケア課程仮綱要(「幼兒園

教保活動課程暫行大綱」) 

８月８日：   2013-2017 学年度幼児園基礎評価指

標（「一百零二學年至一百零六學年幼兒園基礎評

鑑指標」）公告 

９月 14 日：  NPO 幼児園の実施弁法（「非營利幼兒

園實施辦法」） 

 

少子化風潮が続く中、園児募集困難は、もはや新

しい問題ではなくなっている。生き残るため、大半の

私立園は学童保育や学習塾への拡大経営を工夫し

ている。公立園も追従し、延長保育などのサービス

をするようになった。「幼児園兼行学童保育サービス

弁法」は、こうした学童保育兼業幼児園を正式に法

  台湾における幼児教育の現状 
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的位置を与えた上で、学童と園児の人数や施設、設

備の使い分けを規制・管理する法令である。  

「幼児園子ども専用車およびその運転手、車両付

き添う人に関する監督管理弁法」は幼児園専用車

（スクールバス）の使用・管理についての法規である。

幼児園が学童保育兼業するため、幼児園専用車は

幼児だけでなく、小学生の送り迎えで一日数回も走

るのは都市部でも農村部でもよく見かけられる風景

であるが、事故件数も増える傾向にあった。 

そのため、近年はマスコミの報道によって、幼児

園専用車にかかわる車内における乗客人数、随行

者、運転手の子ども対応や席のスペース、また車体

の安全性などの議論は大きく注目されて、主管当局

の責務は厳しく問われている。当法では幼児園用の

車は、１０年以内の新車、車両の色と標識、運転手

の専業免許必要などの項目を明記している。 

これらの法規作成は１年の期間で完成したもので

はなく、およそ 2000 年幼托整合政策草案公開した

時点から大学への研究委託の形で準備を開始した

のである。 

幼児園評価、NPO 幼児園制度などの幼児教育改

革策はいずれも各地方で 10 年ほど進められてきて

いたが、国レベルの法令はなかった。言い換えれば、

台湾政府はこの１年間で幼児教育に関する施設管

理のミクロ的およびマイクロ的な事項を制度化した

ことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子育て支援の近年の動向 

いままでの子育て支援策は、子ども保護や児童

福祉一環として、低収入家庭に限る入園優先ぐらい

であった。5 歳児免学費教育プロジェクトは 5 歳児全

員を対象にする入園費補助プロジェクトである。 

 

● ５歳児免学費教育プロジェクト 

（「５歳幼児免学費教育計画」） 

  2010 年 1 月に初公開、2011 年 7 月に修正して、

当学年度（８月１日以降）起動の５歳児免学費教育

プロジェクトは、５歳児を対象とする就園補助金制度

であり、1990 年に始まった「幼児教育券」（５歳児就

園クーポン）の延長ともいわれている。当プロジェク

トは、現総統馬英九が５年前に展開した５歳児幼児

教育無償化、無料入学の政見に由来し、「幼児教育

券」に比べて、より多額の補助金が保護者に配布さ

れた。 

また、幼児園側にも教師の質向上や時間外教育サ

ービスへの補助金を与えることが特色である。５歳

児全員入園は当プロジェクトの最終目標といえる。 

台湾では 1967年以来の 9年義務教育体制によっ

て学童に関わる課題は論議されてきたが、就学前

児童に関する議論は少なかった。 

ところで、近年、幼託整合政策や５歳児免学費教

育プロジェクトは史上前例のない国費による幼児へ

の教育政策であり、幼児教育者や子育て世帯にとっ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 4-15 日本、シンガポール、韓国、香港と台湾の合計出生率（1990-2009 年） 
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   資料來源： 各國政府統計網站， 我國資料為內政部「 中華民國人口統計年刊」 。  
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ては、いまや新しい時代の時代の到来であるといえ

るが、2014年には、「12年幼児教育者や子育て世帯 

国民基本教育制度」政策実施を控えて、就学前の子

どもにかけられる経費の短縮は考えられることでも

ある。 

 

３．台湾における「少子化」の特色 

 1990-2009 年の間、台湾と日本、シンガポール、韓

国、香港のいずれの国も合計出生率低下傾向の少

子化国である。その中でも台湾は最悪な少子化傾

向を示している（図 4-15）。 

華人（中国系）社会では、代々伝承されてきた干支、

性差別意識は根強くあり、現在に至るまでも台湾民

衆の出産意欲に影響を与えて続けている。 

 

● 干支、暦 

1950 年以降の 60 年間、台湾の出生率低下傾向

は引き続いていた。 

2011 年、2012 年は少し引き上げをみせるが、

2011 年には中華民國 100 年であったために、集団

結婚儀式を含む百年紀念イベントは盛大に行われ

た。2012 年は龍年のために、台湾人の「龍子」好み

で、出生率の向上は想定内のことであった。しかし、

それが少子化傾向に歯止めをかけたとは受け止め

られてはいない（行政院經建會，2012）。 

最近およそ１０年間における台湾の出生率は表

4-1 の如くである。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

出典：內政統計月報（內政部統計處，2012） 

 

 

●性別観 

「少子化」とは 2000 年前後、日本や中国大陸から

台湾に入ってきた言葉である。 

それまで、家庭内での育児人数は持続的に減少

してはいるものの、「少子化」という言葉は使われて

いなかった。 

21 世紀に入ってから、あたかも流行語のように政

治討論やマスコミ報道を通して、「少子化」は徐々に

台湾の慣用語となった。 

ところで、2006 年前後より、「少子化」は「少子女

化」に取り替えられるようになった。 

漢文では「子」は大人の対義語とする無性別な単

語であり、男子や息子を指す意味でもある。後者の

解釈によれば、「少子化」は男子減少現象ととられ、

男児偏向をイメージし、女児より男児が望まれる慣

習はまだ取り除かれていない台湾社会には不適切

用語になる。 

そこで、「少子化」を「少子女化」に置き換えて、子

ども減少の問題は男児も女児も同一視野のことをイ

メージするようになった。現在、一般的用語では、

「少子化」と「少子女化」を混用しているが、公式文書

においては、「少子女化」を使用している。 

わずらわしく過剰な配慮ともいえるが、台湾社会

における父兄権威、男児偏向観念の存在とも反映し

ている。 

 

 

 

 
   
   出生率 

1999 年 1.555 

2000 年 1.680 

2005 年 1.115 

2010 年 0.895 

2011 年 1.065 

表 4-1  1999 年から 2011 年の出生率推移 
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